
受入人数

1年次 2年次 1年次 2年次 1年次 2年次

常勤 300,000円 600,000円 有 有 12 有 有 4回以内
無

住宅手当支給

○ 研修診療科（必修科目）について

科目

研修実施責任者　消化器内科部長　山本　創

以下、慶應義塾大学病院から研修医への注意事項 ※問い合わせ先

・外科研修はその他の外科系の診療科への振り替えは認めません。 　担当部署・担当者名：　総務管理課　細野・石橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・必修科目がある病院では、必ず必修科目を研修してください。振り替えは認めません。

　住所：　神奈川県伊勢原市田中345

　TEL：　 0463-94-2111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　E-mail：　kenshuu@iseharahp.com

2027年度　神奈川県厚生農業協同組合連合会　伊勢原協同病院　(病床数　350床）【1年次】

【1年次】1名

常勤・
非常勤

研修手当

基本手当 賞与
休日

時間
外

社会保険・労働保険等勤務時間
夏季

年末
年始

休暇

有給 宿舎
当直
/月

社会保険（健康保険・厚生年金・雇用保険）、労災保険加入

内科

常勤医師23名、指導医16名
年間新入院患者数：2,700名、年間外来患者数82,200名
【呼吸器・腎臓・糖尿病・神経・血液・一般】年間新入院数1,420名、年間外来数52,480名
【消化器】年間新入院患者数1,099名、年間外来数17,350名、内視鏡件数5,117件
【循環器】年間新入院患者数369名、年間外来数12,250名、心カテ148件、ペースメーカー39件、心臓超音波4,144件

外来：指導医の補助医として外来診療に参加し、幅広い症例を経験しながら基本的な診察法、診断法などを習得する
入院：指導医の下で入院患者の受持ち医として診療にあたる。また指導医の指示により、緊急時・急変時の対応を経験する。

産婦人科

2年目に慶應義塾大学病院で研修する。

精神科

2年目に慶應義塾大学病院で研修する。

2年目に慶應義塾大学病院で研修する。

救急科

小児科

一般外来

常勤医師1名、指導医1名
地域の二次救急を伊勢原協同病院で1ヶ月、三次救急を東海大学病院で2ヶ月研修を行う。
【伊勢原協同病院】救急患者前年度件数（5,582件）うち診療時間外（4,590件）、1日平均（18件）うち診療時間外（15件）、救急車取扱件数（2,870件）
【東海大学医学部附属病院】前年度件数（11,249件）、1日平均件数（30.8件）、救急車取扱件数（6,197件）
研修先の東海大学医学部付属病院については変更する場合もある。

2年目に慶應義塾大学病院で研修する。

外科

○研修アピール
当院での研修の特徴は、病院の規模に対して研修医数を制限したプログラムを提供していることです。研修医がき
め細かい研修を受けることができる環境を目指しているからです。基幹型に加えて協力型プログラムの研修医も在
籍しており、異なった背景を持つ研修医が混ざり合い、刺激のある研修環境を経験できます。
内科・救急部門・地域医療などの必修科、外科・麻酔科・小児科・産婦人科・精神科の選択必修科の診療、研修指
導体制が充実しています。また、整形外科をはじめとして外科系各科においても充実した研修が可能です。
当院は二次救急指定病院ですが、自院での救急医療の研修に加え、救命救急など三次救急病院として東海大学
医学部病院へ出向し、研修するプログラムとなっています。また、選択科目は自分の希望にあった領域について、特
に配慮されたプログラムを組みます。
【研修指導のあり方として三つのスローガンがあります】
１）Man to man：上級医による丁寧な直接指導。これは指導医の監督下、その下級生が指導にあたる瓦屋根方式も
含みます。
２）At the front：最前線の現場で豊富な症例を経験。
３）Tailor made：目標や希望に応じた個別の研修プログラム。
当院との関連大学および指導医の出身校は慶應義塾大学、東海大学、北里大学、杏林大学、横浜市立大学、など
です。これら関連大学およびその関連病院を推薦することが可能です。

○研修医からのメッセージ
研修医が少人数の為、基本的にローテートしている研修医は1人であり、その科で行われる手技や、その
科で起こった急変等のイベントには必ずその研修医が関わります。大学病院には入院しないような患者も
多いことと思います。大学病院とは違うアプローチで行う医療にたくさん触れることができる環境が揃って
いると考えています。またどの科の先生方もやさしく質問や提案に答えてくださる為、アットホームな環境
でストレスなく日々の仕事をする事が出来るところもいい点であると思います。

必修科目の研修ができない場合、選択可能な診療科

麻酔科（救急研修4週にカウント）

平日8:00～17:00
もしくは8:30～17:30

第2・4土曜日
8:30～12:30

研修内容（手技・症例数・指導医数等）

常勤医師6名、指導医5名
年間新入院患者数：934名、年間外来患者数16,782名、年間手術症例数879件
外科医療チームの一員として診療に携わりながら、外科的疾患への対応、周術期管理を研修する。外科的治療の適応、有効性と限
界、その手術術式を理解しながら、プライマリケアの実践に必要な外科的基本主義を身につける。
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